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妨害波周波数を考慮した直接スペク卜ル拡散システムの
PER推定モデルのAPDからの導出

Deriving a Model to Estimate PER of DSSS Systems from APD Considering the Frequency of Disturbance Wave 
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3 推定モデルの検証

モデルの妥当性を検証するために， IEEE802.llb準

拠の通信モジュールを用いて，通信波の中心周波数から

lMHz単位で周波数を変化させた妨害波（CW：強度固定）

を印加し，通信波強度に対する PERの変動を測定した．

その結果を図2に示す．図2より，妨害波周波数が中心

周波数に近づくに従って，同ーのPER｝，£－実現するため

に必要な通信波強度が大きくなっており，図1のモデル

と一致する．図3に，妨害波周波数と信号の中心周波数

の差 (fdif）と， PER=O.lとなるのに必要な通信波強度

の関係者E示す．図3に示すとおり，図2の測定結果と式

(2）により導出した推定結果を同ーの／difにおいて比較
すると，測定結果と推定結果の差は5dB以内であり，提

案モデルにより，妨害波周波数の違いによる PERへの

影響が表現できていると考えられる．
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1 まえがき

デジタル通信の品質との相闘が高いことから，振幅確

率分布（APD）を用いたビット誤り率（BER）の推定モ

デルが提案されている［1].APDは，規定帯域を通過す

る波形の振幅がある関値を超える時間率であるため，妨

害波周波数等は考慮されていないが，同一APDで、あっ

ても，妨害波周波数が異なることにより，受ける影響の

異なる通信方式も存在する．そ乙で，本報告では，妨害

波周波数を考慮した直接スペクトル拡散（DSSS）シス

テムに対するパケット誤り率（PER）の推定モデルにつ

いて検討する．

2 妨害波周波数を考慮したBER推定モデル

図1に示すように，文献［1］の推定モデルでは，逆拡散
時の信号に混入する妨害波の大きさは妨害波周波数に依

らず，一定［1／拡散率（Fs）］であると仮定している．し
かしながら，現実には信号帯域の中心付近と両端付近の

妨害波では逆拡散時に混入する大きさが異なる．
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図3
4 結論

本報告では．妨害波周波数を考慮したDSSSシステム

のPER推定モデルをAPDから導出し，実測結果と比

較した．その結果，妨害波周波数の違いによるPERへ

の影響を提案モデルにより表現できることを確認した．

｜ん；~／ MHz

sinc関数による周波数特性の表現
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図1 妨害波周波数の考え方の概念図

そとで，妨害波がsinc関数に従って逆拡散されると仮

定すると， BERはAPDを用いて以下の式（1）で求めら

れる．ただし， fdifは妨害波周波数と通信波の中心周波

数との差であり， Tcは直接スペクトル拡散で用いられる
拡散符号のチップ周期である．

PBER ＝αPAPD（αF凡｛sinc(fdirTc)}-2Ps) 
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(2) 

また，妨害波周期がパケット長に対して十分長い場合は，

PER=2BERで近似できるため，この条件下における

PERを求めると，式（2）で表わされる．

pPER = 2αPAPD（α132凡｛sinc(f difTc)} 2九）
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